
議会だより 
6月定例会 No.173平成20年8月1日 

発行：愛知県大口町議会 

県の花「カキツバタ」県の花「カキツバタ」 県の花「カキツバタ」 

小口城址公園に現れた戦国武将。 
武将「坊や、ハンサムに描いてくれよ」 
少年「……うっ、うん」 
そんな会話が聞こえてきそうな、ひとコマで
した。 

戦国時代にタイムスリップ(小口城址公園　写生大会)
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6月定例会は4日から１９日までの１６日間の会期で開か
れました。 
町長の提出議案は町税条例の改正や補正予算、大

口中学校新築工事（第3工区）請負契約など全部で１５
議案、議員提出議案は介護職員の確保に関する意見
書がありました。 
採決の結果、町税条例と国保税条例は賛成多数、
他の議案は全員賛成で可決しました。 
一般質問では7人が、町政全般にわたり質問をしました。 

 
 
 
 
 
 
 
お年寄りに負担をかけさせないため、年金から保
険料や税金を徴収する天引き（特別徴収）制度。 
後期高齢者医療保険料、国民健康保険税、そして
住民税まで、静かな徴収が始まっています。 



        　
国
民
健
康
保
険
税
の
改
正

は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
の

賦
課
限
度
額
を
１２
万
円
に
、

さ
ら
に
、
特
定
世
帯
に
対
す

る
減
額
措
置
を
設
け
る
も
の

な
ど
で
す
。
 

　
特
定
世
帯
と
は
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
人

が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
世
帯
で
国
民
健
康
保
険

に
残
る
人
が
一
人
だ
け
に
な

る
世
帯
を
い
い
ま
す
。
 

　
特
定
世
帯
に
該
当
す
れ
ば
、

世
帯
別
平
等
割
が
半
額
に
な

り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
低
所
得
世
帯
と
し

て
軽
減
を
受
け
て
い
た
世
帯

は
、
特
定
世
帯
と
な
っ
て
か

ら
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の

軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

　
い
ず
れ
も
期
間
は
5
年
間

で
す
。
 

 

中
学
校
建
設
第
3
工
区
 

  　
既
存
校
舎
の
取
り
壊
し
、

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
ブ
リ
ッ
ジ

（
体
育
館
と
校
舎
を
結
ぶ
歩

道
橋
）
の
新
設
な
ど
、
中
学

校
建
設
に
か
か
る
最
終
工
事

を
西
濃
建
設
（
株
）
と
契
約

し
ま
し
た
。
契
約
金
額
は
1

億
8
9
0
0
万
円
、
工
期
は

１２
月
１０
日
ま
で
で
す
。
 

　
体
育
館
の
改
修
（
屋
根
・

外
壁
・
床
）
は
、
松
岡
建
設

（
株
）
に
決
ま
り
ま
し
た
。
 

　
契
約
金
額
は
8
5
3
8
万

円
、
工
期
は
契
約
の
翌
日
か

ら
1
5
0
日
で
す
。
 

今年の年末にはリニューアル
される中学校体育館。 

          　
現
委
員
の
安
藤
　
男
さ
ん

の
任
期
は
9
月
１０
日
で
満
了

に
な
り
ま
す
。
後
任
に
江
口

義
輝
さ
ん
（
６８ 
歳
　
豊
田
）

を
選
任
す
る
議
案
が
提
出
さ

れ
た
の
で
同
意
し
ま
し
た
。
 

　
任
期
は
3
年
間
で
す
。
 

て
つ
 
お
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4
月
に
公
布
さ
れ
た
地
方

税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

寄
付
金
控
除
の
見
直
し
、
個

人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら

の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
、

省
エ
ネ
住
宅
に
改
修
し
た
場

合
の
固
定
資
産
税
の
減
額
、

上
場
株
式
等
の
譲
渡
益
・
配

当
の
軽
減
税
率
の
廃
止
な
ど
、

町
税
条
例
の
一
部
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

ふ
る
さ
と
寄
付
金
 

 　
寄
付
金
控
除
の
見
直
し
は
、
 

ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
と

い
う
納
税
者
の
思
い
を
実
現

す
る
た
め
、
寄
付
金
税
制
を

大
幅
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。
 

　
こ
の
控
除
の
対
象
と
な
る

寄
付
は
、
２０
年
1
月
1
日
以

後
に
行
っ
た
寄
付
で
す
。
 

住
民
税
の
天
引
き
 

 　
６５
歳
以
上
は
、
老
齢
基
礎

年
金
な
ど
か
ら
住
民
税
が
天

引
き
さ
れ
ま
す
。
 

　
こ
の
条
例
は
２１
年
度
か
ら

適
用
と
な
り
、
天
引
き
さ
れ
 

る
の
は
１０
月
支
給
分
か
ら
で

す
。
 

　
寄
付
金
控
除
と
住
民
税
の

天
引
き
は
、
4
・
5
ペ
ー
ジ

で
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。
 

省
エ
ネ
住
宅
は
軽
減
 

 　
２０
年
1
月
1
日
以
前
に
建

築
し
た
住
宅
は
、
２０
年
4
月

1
日
か
ら
２２
年
3
月
３１
日
ま

で
の
間
に
省
エ
ネ
改
修
工
事

を
行
う
と
、
翌
年
度
分
に
限

り
固
定
資
産
税
（
1
2
0
平

方
メ
ー
ト
ル
が
限
度
）
の
3
 

分
の
1
が
減
額
に
な
り
ま
す
。
 

　
対
象
と
な
る
工
事
は
、
現

行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
と

な
る
窓
の
改
修
工
事
（
必
須
）

の
ほ
か
に
、
床
・
天
上
・
壁

の
断
熱
改
修
を
行
い
、
そ
の

工
事
費
用
が
３０
万
円
以
上
の

場
合
で
す
。
 

　
減
額
を
受
け
る
に
は
、
工

事
完
了
後
3
か
月
以
内
に
申

告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

　全国町村議会議長会から、宇野昌
康議員に感謝状が贈られました。 
　この感謝状は、愛知県町村議会議
長会の会長としての功績が認められ
て贈呈されたものです。 
　宇野議員は愛知県町村議会議長会
長のほか、東海四県の会長としても
活躍されていました。 
　6月定例会の初日、　田正輝議長か
らお祝いの言葉とともに感謝状の伝
達が行われました。 



ふ 寄 
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　10万円を超える寄付をして初めて対象になっていた寄付
金控除。今回の改正では適用下限額が5000円となったため、
寄付金控除が受けやすくなりました。 
　そのため、自然保護や景観整備、文化財保存に町おこし
など多彩なメニューを示して寄付を募る自治体が増えてい
ます。地方分権時代における知恵と工夫が試されているの
かもしれません。 
　ここでは寄付金控除の仕組みを中心にお知らせします。 

る
さ
と
に
貢
献
し
た

い
と
い
う
納
税
者
の

思
い
を
、
地
方
間
の
税
源
の

や
り
と
り
で
実
現
し
よ
う
と

し
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
。

住
民
税
の
根
幹
に
か
か
わ
る

制
度
の
創
設
に
、
各
自
治
体

か
ら
賛
成
・
反
対
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。
協
議
の
末
、
直

接
「
ふ
る
さ
と
に
納
税
」
す

る
の
で
は
な
く
、
「
ふ
る
さ

と
へ
の
寄
付
」
と
い
う
形
に

な
り
ま
し
た
。
 

　
都
道
府
県
や
市
町
村
に
寄

付
し
た
人
は
一
定
の
金
額
を

税
金
か
ら
控
除
で
き
る
の
で
、

「
ふ
る
さ
と
に
納
税
」
し
た

の
と
同
じ
よ
う
な
効
果
が
生

じ
ま
す
。
 

　
「
ふ
る
さ
と
」
と
い
っ
て

も
、
自
分
が
生
ま
れ
た
と
こ

ろ
や
、
育
っ
た
と
こ
ろ
に
限

り
ま
せ
ん
。
ど
の
都
道
府
県
・

市
町
村
に
寄
付
し
て
も
か
ま

わ
な
い
の
で
、
「
ふ
る
さ
と
」

の
定
義
は
薄
ら
い
で
い
ま
す
。
 

付
金
控
除
の
計
算
は
、

都
道
府
県
・
市
町
村

に
対
す
る
寄
付
金
の
う
ち
、

5
0
0
0
円
を
超
え
る
部
分

が
適
用
対
象
と
な
り
ま
す
。

基
本
控
除
額
、
特
例
控
除
額

の
合
計
額
が
税
額
控
除
と
な

り
ま
す
が
、
特
例
控
除
額
は

住
民
税
所
得
割
の
１０
％
ま
で
、

控
除
対
象
限
度
額
は
総
所
得

金
額
の
３０
％
と
す
る
な
ど
、

寄
付
控
除
の
上
限
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
 

　
で
は
一
体
、
実
際
の
控
除

額
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

そ
の
疑
問
に
お
答
え
す
る
た

め
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
当
て

は
め
て
控
除
額
を
計
算
し
て

み
ま
し
た
（
表
1
参
照
）
。
 

続
き
は
、
寄
付
を
し

た
い
と
思
う
自
治
体

に
申
し
出
を
し
ま
す
。
所
定

の
手
続
き
を
し
て
寄
付
金
の

振
込
み
が
完
了
し
た
ら
、
寄

付
金
を
受
理
し
た
こ
と
を
証

す
る
書
類
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
 

　
所
得
税
の
確
定
申
告
（
確

定
申
告
を
し
な
い
場
合
は
住

民
税
申
告
）
に
、
そ
の
書
類

を
添
付
し
て
寄
付
金
控
除
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

 手 
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控 除 方 式  

適用下限額 

 

 

控除の計算 

 

 

控除限度額 

改　正　前 

所得控除方式 

10万円 

 

 

 

 

 
総所得金額等の

25％ 

改　正　後 

税額控除方式 

5,000円 

 

 

 

 

 
総所得金額等の 

30％ 

寄付金から10万円
を引いた金額を所
得から控除。 
 
 
<参考> 
住民税率10％ 
(町6％、県4％)

①基本控除額と②特例控除額
の合計額を税額から控除。 
 
①(寄付金－5,000円)×10％ 
②(寄付金－5,000円)× 
{90％－(所得税の限界税率)} 
 
ただし、②の金額は個人住民
税所得割の１０％が限度。 

※所得税の限界税率…寄付者に適用されている所得税の税率 

表1.　住 民 税 寄 付 金 控 除 改正対照表  

＜計算例＞ 
夫の給与収入７００万円(総所得５１０万円)、 
妻と子ども2人を扶養 
(所得税の限界税率を１０％、住民税所得割を３０万円
と仮定) 
 
5万円を寄付した場合 
住民税の寄付金控除 
①（５０,０００円－５,０００円）×１０％＝４,５００円 
②（５０,０００円－５,０００円）×（９０％－１０％）＝３６,０００円 
ただし、②の金額は住民税所得割の１０％が限度な
ので、②＝30,000円となる。 
①＋②＝34,500円が税額控除される金額。 
 
（参考）所得税の寄付金控除 
（５０,０００円－５,０００円）×１０％（所得税率）＝４,５００円
の軽減 
※所得税と住民税を合わせると、３９,０００円が軽減
される。 

齢
者
の
納
税
の
手
間

を
省
く
こ
と
を
目
的

に
、
６５
歳
以
上
の
人
の
老
齢

基
礎
年
金
な
ど
か
ら
年
金
所

得
に
か
か
る
住
民
税
を
天
引

き
（
特
別
徴
収
）
す
る
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
条
例
施
行
後
、
初
め
て
年

金
か
ら
天
引
き
と
な
る
場
合

と
、
2
年
目
以
降
で
は
徴
収

方
法
が
異
な
り
ま
す
（
表
2

参
照
）
。
 

　
２１
年
１０
月
の
支
給
分
か
ら

天
引
き
が
開
始
さ
れ
る
の
で
、

来
年
度
は
6
月
と
8
月
は
自

分
で
納
め
る
普
通
徴
収
、
そ

れ
以
降
は
年
金
か
ら
天
引
き

と
な
り
ま
す
。
 

だ
し
、
年
金
の
給
付

額
が
年
額
１８
万
円
未

満
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は
、

そ
の
年
度
の
特
別
徴
収
税
額

が
年
金
の
給
付
額
を
超
え
る

場
合
は
天
引
き
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。
 

 た 高 

表2.　年金から徴収される住民税の割合 

自分で納付（普通徴収） 年金から天引き（特別徴収） 

6月 １０月 １２月 2月 8月 

＜計算例＞ 
年金所得にかかる住民税が3万円とすると 
＜6月・8月＞ 
３０,０００円÷4＝７,５００円 
＜１０月～2月＞ 
３０,０００円÷6＝５,０００円 

◎新たに天引きとなる場合 

年税額の 
1 
4

1 
4

1 
6

1 
6

1 
6

年金から天引き（特別徴収） 

１０月 １２月 

 

同左 

2月 

 

同左 

＜計算例＞ 
年金所得にかかる住民税が21年度3万円、 
22年度2万7,000円とすると 
＜4月～8月＞ 
３０,０００円÷６＝５,０００円 
＜１０月～2月＞ 
（２７,０００円－１５,０００円）÷３ 
＝４,０００円 

◎2年目以降の場合 

4月 6月 

 
同左 

8月 

 

同左 
前年2月分の 

天引きと同額 

年税額から既徴収
分を引いた金額の 
３分の１ 
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納
税
者
の
負
担
を
減
ら
す
 

                         　
　
口
座
振
替
で
納
税
し
て

い
る
人
が
多
い
現
状
で
、
公

的
年
金
か
ら
住
民
税
を
天
引

き
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。
 

　
　
税
収
の
確
保
と
滞
納
者

の
減
少
、
納
税
者
の
納
付
負

担
を
減
ら
す
た
め
で
あ
る
。
 

問 □ 答 □ 

  　
 

      　
　
普
通
徴
収
に
は
前
納
報

奨
金
制
度
が
あ
る
。
６５
歳
以

上
の
人
の
住
民
税
が
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
と
、
前
納
報
奨
金
は
ど
う

な
る
か
。
 

　
　
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
前
納
報
奨

金
は
な
く
な
る
。
 

　
　
年
齢
に
よ
っ
て
、
前
納

報
奨
金
が
左
右
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
 

　
前
納
報
奨
金
の
存
廃
に
つ

い
て
、
見
込
み
を
聞
く
。
 

　
　
２０
年
5
月
現
在
、
調
査

対
象
に
な
っ
た
県
内
６０
市
町

村
の
う
ち
既
に
廃
止
が
１０
市

町
村
、
廃
止
検
討
中
が
１６
市

町
村
あ
る
。
 

　
も
と
も
と
、
給
与
所
得
者

な
ど
に
は
前
納
報
奨
金
の
適

用
が
な
い
の
で
、
税
の
公
平

性
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
き
た

経
過
が
あ
る
。
 

　
現
在
は
県
下
の
状
況
、
近

隣
市
町
の
動
向
を
勘
案
し
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
る
。
 

 
 
国
に
従
っ
て
い
る
だ
け

で
は
地
方
分
権
に
逆
行
し
て

い
る
。
 

　
　
年
金
か
ら
の
徴
収
は
、

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い

全
市
町
村
共
通
し
て
行
わ
れ

る
こ
と
。
大
口
町
だ
け
が
そ

れ
に
従
わ
な
い
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
。
 

　
地
方
分
権
は
、
地
域
の
住

民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
、
有

効
に
還
元
す
る
施
策
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
 

           
 
こ
の
寄
付
金
制
度
に
よ

っ
て
、
大
口
町
の
財
政
に
与

え
る
影
響
額
は
い
く
ら
に
な

る
と
試
算
し
て
い
る
か
。
 

　
　
現
段
階
で
は
試
算
を
し

て
い
な
い
の
で
影
響
額
は
分

か
ら
な
い
。
 

　
寄
付
を
し
て
も
ら
う
た
め

に
何
か
特
別
な
方
策
を
立
て

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ

れ
ま
で
の
町
の
取
り
組
み
を

Ｐ
Ｒ
し
て
、
そ
の
一
つ
一
つ

が
評
価
さ
れ
、
そ
し
て
、
そ

れ
が
寄
付
に
結
び
付
い
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
 

　
　
あ
る
県
で
は
、
寄
付
者

に
お
土
産
を
渡
す
と
聞
い
た
。

大
口
町
に
寄
付
し
た
場
合
、

何
か
特
典
は
あ
る
か
。
 

　
　
適
用
下
限
額
が
5
0
0
 

0
円
で
あ
る
た
め
、
そ
の
金

額
相
当
の
物
産
品
を
贈
る
自

治
体
が
あ
る
と
い
う
新
聞
記

事
を
読
ん
だ
。
 

　
物
で
寄
付
を
募
る
よ
う
な

や
り
方
は
疑
問
に
感
じ
る
部

分
も
あ
る
し
、
寄
付
を
す
る

人
も
そ
れ
が
目
的
と
は
思
え

な
い
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
そ

う
い
う
考
え
は
な
い
。
 

  

問 □ 問 □ 答 □ 答 □ 
問 □ 問 □ 

問 □ 

答 □ 

答 □ 答 □ 

財政への 
影響は 

ふるさと寄付金 

採
決
採
決
の
結
果
、

結
果
、
可
決
可
決
 

（
賛
成

（
賛
成
１２
、
反
対
反
対
２
） 

採
決
の
結
果
、
可
決
 

（
賛
成
１２
、
反
対
２
） 

賛
成
討
論
 

　
丹
羽
　
勉
議
員
 

　
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴

う
も
の
で
、
住
民
税
を
年
金

か
ら
徴
収
す
る
制
度
の
導
入
、

寄
付
金
税
制
の
見
直
し
、
省

エ
ネ
住
宅
に
対
す
る
固
定
資

産
税
の
減
額
な
ど
、
住
民
サ

イ
ド
に
立
っ
た
改
正
で
あ
る

の
で
適
切
で
あ
る
。
 

反
対
討
論
 

　
田
中
一
成
議
員
 

　
国
民
の
怒
り
は
後
期
高
齢

者
医
療
の
天
引
き
を
見
れ
ば

明
ら
か
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

住
民
税
を
天
引
き
す
る
こ
と

は
、
あ
ま
り
に
乱
暴
な
改
正
。

個
人
の
権
利
を
損
な
う
危
険

性
が
あ
る
。
 

　
上
場
株
式
の
軽
減
税
率
廃

止
も
2
年
間
の
特
例
措
置
が

あ
り
、
改
正
が
不
十
分
。
 



問 □ 

問 □ 

答 □ 答 □ 

問 □ 

問 □ 問 □ 

答 □ 

答 □ 答 □ 
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6月議会に上程された議案の中から主

な質疑、賛成・反対の討論が繰り広げ

られたものを要約してお知らせします。 
支援金の限度額は 
１２万円 
国民健康保険税 

  　
 

        　
　
国
民
健
康
保
険
税
の
後

期
高
齢
者
支
援
金
は
、
限
度

額
が
１２
万
円
に
定
め
ら
れ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
は
2
年
に
一
度
見
直
さ

れ
る
の
で
、
こ
の
支
援
金
も

そ
れ
に
合
わ
せ
て
見
直
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
か
。
 

　
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
仕
組
み
と
し
て
、
公
費
5

割
、
支
援
金
4
割
、
保
険
料

1
割
な
の
で
、
医
療
費
が
増

加
す
れ
ば
支
援
金
の
額
も
見

直
し
さ
れ
る
。
 

　
　
特
定
世
帯
に
対
す
る
軽

減
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
 

　
具
体
例
を
示
し
て
説
明
し

て
ほ
し
い
。
 

　
　
左
表
の
と
お
り
。
 

＜具体例＞ 
世帯構成（夫７６歳・妻７２歳） 
夫年金収入　  200万円 
妻年金収入　    80万円 
固定資産税（夫）10万円 

 

所得割 

資産割 

均等割 

平等割 

計 

2割軽減 

合　計 

後期高齢（夫）  

34,921 

―― 

40,175 

―― 

75,096 

▲8,035 

67,000

 

所得割 

資産割 

均等割 

平等割 

計 

2割軽減 

合　計 

国民健康保険（夫婦）  

23,500 

15,000 

62,400 

30,000 

130,900 

▲18,480 

112,400

 

所得割 

資産割 

均等割 

平等割 

計 

2割軽減 

合　計 

国民健康保険（妻）  

0 

0 

31,200 

15,000 

46,200 

▲9,240 

36,900

 

世帯合計 

103,900※合計は100円未満切り捨て 

採
決
採
決
の
結
果
、

結
果
、
可
決
可
決
 

（
賛
成

（
賛
成
１２
、
反
対
反
対
２
） 

採
決
の
結
果
、
可
決
 

（
賛
成
１２
、
反
対
２
） 

賛
成
討
論
 

　
宮
田
和
美
議
員
 

　
世
代
間
の
公
平
を
図
り
、

将
来
に
わ
た
り
安
定
的
な
医

療
制
度
を
構
築
す
る
た
め
、

抜
本
的
な
改
革
が
行
わ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
。
 

　
こ
の
改
正
は
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
の
限
度
額
の
設
定
、

特
定
世
帯
に
対
す
る
軽
減
措

置
な
の
で
、
適
切
と
判
断
す

る
。
 

反
対
討
論
 

　
吉
田
　
正
議
員
 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

伴
っ
て
国
保
税
の
軽
減
が
盛

り
込
ま
れ
た
が
、
5
年
間
に

限
ら
れ
て
い
る
。
 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を

廃
止
す
る
法
案
が
参
議
院
で

通
過
し
、
衆
議
院
に
送
ら
れ

て
い
る
。
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
反
対
の
声
を
上
げ
る

た
め
に
も
、
こ
の
条
例
に
反

対
す
る
。
 

    　
 

 　
　
消
防
団
員
等
の
公
務
災

害
該
当
者
に
、
救
急
業
務
協

力
者
、
水
防
従
事
者
、
応
急

処
置
従
事
者
が
付
け
加
え
ら

れ
た
。
公
務
災
害
で
あ
る
と
、

誰
が
、
ど
う
認
定
す
る
の
か
。
 

　
　
こ
れ
ま
で
「
消
防
作
業

従
事
者
等
」
と
し
て
表
現
さ

れ
て
い
た
も
の
を
、
そ
れ
ぞ

れ
明
確
に
表
現
し
た
改
正
。
 

　
火
災
現
場
な
ど
で
、
そ
の

責
任
者
が
作
業
に
従
事
し
て

い
た
こ
と
を
確
認
で
き
れ
ば
、

公
務
災
害
と
認
定
で
き
る
。
 

  　
　
制
限
付
き
一
般
競
争
入

札
の
「
制
限
」
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。
 

　
　
入
札
を
執
行
す
る
に
当

た
り
、
経
営
事
項
審
査
（
建

設
業
者
の
企
業
規
模
・
経
営

状
況
な
ど
を
数
値
化
し
た
審

査
）
の
総
合
評
定
値
が

1
1
0
0
点
以
上
の
業
者
に

入
札
を
制
限
し
た
。
 

　
　
第
1
工
区
の
西
館
撤
去

工
事
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
含

有
量
の
基
準
が
１
％
か
ら
 

0
・
1
％
に
改
正
さ
れ
た
こ

と
で
、
工
事
が
遅
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
 

　
第
3
工
区
の
工
期
は
１２
月

１０
日
ま
で
。
問
題
は
な
い
か
。
 

　
　
既
に
業
者
が
検
査
に
取

り
掛
か
っ
て
い
る
。
工
期
を

延
長
し
な
く
て
も
よ
い
よ
う

に
最
善
の
努
力
を
す
る
。
 



土
田 

土
田 

土
田 

環
境
建
設
部
長 

環
境
建
設
部
長 

環
境
建
設
部
長 
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一
　
般 

質
　
問 

土

田

　

進

議

員

 

6月定例会の一般質問は 
7人が質問しました。 

集
中
豪
雨
の
浸
水
対
策
 

土田　進議員  

                 

東
海
豪
雨
の
時
に

は
奈
良
子
川
か
ら

排
水
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
こ
れ
は
五
条
川
の
水

位
が
上
昇
し
た
た
め
で
あ
る
。

五
条
川
の
改
修
計
画
は
あ
る

か
。
 

新
川
と

の
合
流

点
か
ら
岩
倉
市
の
待
合
橋
ま

で
が
工
事
施
工
区
間
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
よ
り
上
流
は

具
体
的
な
計
画
が
な
い
。
 

                 

郷
浦
排
水
路
は
竹

田
地
区
ま
で
整
備

が
進
み
、
さ
ら
に
愛
岐
南
北

線
の
橋
の
取
り
付
け
道
路
が

完
成
す
る
と
、
西
奈
良
子
地

区
の
浸
水
被
害
は
今
ま
で
以

上
に
増
加
し
な
い
か
。
 

郷
浦
排

水
路
は
 

下
流
部
の
改
修
が
済
ん
で
、

必
要
な
流
下
能
力
を
有
し
て

い
る
の
で
、
被
害
が
増
大
す

る
可
能
性
は
低
い
。
ま
た
、

郷
浦
排
水
路
の
洪
水
を
木
曽

川
ま
で
排
水
す
る
青
木
川
放

水
路
事
業
と
合
瀬
川
の
改
修

工
事
が
進
め
ば
、
五
条
川
の

水
位
は
下
が
る
。
 

　
県
事
業
の
一
層
の
進
展
を

強
く
要
望
し
て
い
く
の
で
、

議
員
も
一
緒
に
な
っ
て
支
援

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

工
事
の
完
了
ま
で

に
は
相
当
の
年
数

が
か
か
る
。
西
奈
良
子
地
区

に
調
整
池
を
造
る
考
え
は
な

い
か
。
 

大
口
中

学
校
に

4
3
0
0
ト
ン
の
雨
水
貯
留

施
設
を
建
設
し
た
。
今
年
度

は
余
野
地
区
に
1
0
0
0
ト

ン
の
調
整
池
を
造
る
。
進
行

中
の
事
業
の
効
果
、
大
口
町

全
体
の
計
画
を
見
な
が
ら
、

総
合
的
に
検
討
し
た
い
。
 

                              

農
地
転
用
が
進
ん

だ
地
区
の
農
業
用

排
水
路
は
、
水
田
の
湛
水
機

能
が
減
少
し
て
い
る
の
で
あ

ふ
れ
や
す
い
。
改
修
を
検
討

す
べ
き
で
あ
る
し
、
排
水
路

の
法
面
は
年
１
回
程
度
、
草

刈
り
を
実
施
し
て
は
。
 

転
用
さ

れ
た
分

だ
け
排
水
路
の
断
面
不
足
が

考
え
ら
れ
る
が
、
水
路
の
改

修
は
下
流
の
こ
と
を
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
地
域
の

状
況
に
応
じ
た
対
策
を
講
じ

て
い
く
。
 

　
草
刈
り
は
、
農
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
方
に
お
願
い
し
、

こ
れ
に
対
し
て
代
価
を
支
払

う
方
法
を
、
行
政
と
農
業
者

の
協
働
で
進
め
た
い
。
 

環
境
建
設
部
長 

 土
田 

た
ん
す
い
 

の
り
め
ん
 

直径１０センチ以上の木が生えて
いる＝江南市境の排水路 



各世帯に配布された地震防災マップ。
住んでいる地域の危険度を知ること
が対策の第一歩。 
家族で避難場所も確認しておこう。 

一
　
般 

質
　
問 

宮

田

和

美

議

員

 

宮
田 
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地
震
に
よ
る
ブ
ロ

ッ
ク
塀
の
倒
壊
が

懸
念
さ
れ
る
。
 

　
３０
年
以
上
も
前
に
建
て
ら

れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
強
度
も

不
足
し
て
い
る
は
ず
。
ブ
ロ

ッ
ク
塀
の
安
全
性
を
確
か
め

る
た
め
、
耐
震
診
断
で
き
な

い
か
。
 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
る
と
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
診
断
方
法
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
 

　
建
築
後
の
年
数
、
塀
の
高

さ
・
厚
さ
な
ど
の
基
本
性
能

の
ほ
か
、
塀
の
状
態
、
補
強

の
有
無
な
ど
を
入
力
す
れ
ば
、

点
数
で
安
全
性
が
判
断
で
き

る
。
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
専
門
家
に
診
断

し
て
も
ら
う
か
、
改
修
・
撤

去
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。
 

危
険
と
判
断
さ
れ

た
場
合
は
建
て
替

え
が
必
要
と
な
る
。
ブ
ロ
ッ

ク
塀
を
生
け
垣
に
改
修
す
れ

ば
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環

に
も
な
る
。
こ
う
し
た
改
修

に
補
助
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。
 

  

 

ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
倒
壊
は
、

人
身
へ
の
被
害
の
ほ
か
、
避

難
・
救
助
・
消
火
・
情
報
収

集
な
ど
活
動
の
妨
げ
に
な
る
。
 

　
今
回
配
布
し
た
地
震
防
災

マ
ッ
プ
を
も
と
に
、
耐
震
診

断
の
必
要
性
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
状
況
等
を
家
庭
や
地
域
で

確
認
し
て
も
ら
い
た
い
。
 

　
改
修
の
補
助
に
つ
い
て
は
、

防
災
、
緑
化
推
進
の
両
面
で

考
え
て
い
き
た
い
。
 

宮
田 

総
務
部
長 

教
育
部
長 国

道
４１
号
の
下
を

く
ぐ
る
ト
ン
ネ
ル

は
、
河
北
・
仲
沖
の
子
ど
も

た
ち
の
通
学
路
に
な
っ
て
い

る
。
付
近
に
は
民
家
も
な
く
、

昼
間
で
も
不
安
に
感
じ
る
。
 

　
監
視
カ
メ
ラ
を
取
り
付
け

る
な
ど
、
防
犯
に
力
を
入
れ

る
考
え
は
。
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
民

生
児
童
委
員
、

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
、
地
域
と

一
体
に
な
っ
た
パ
ト
ロ
ー
ル
 

を
実
施
し
て
い
る
。
 

　
行
政
と
住
民
が
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
の
強
化
の
も

と
、
「
人
の
目
」
に
よ
る
安

全
確
保
を
展
開
し
て
い
き
た

い
。
 

人
目
に
つ
き
に
く

い
か
ら
、
ト
ン
ネ

ル
の
中
に
は
落
書
き
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
。
蛍
光
灯
は
１１
本

の
う
ち
4
本
が
切
れ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
。
 

　
ク
ラ
ブ
活
動
で
夜
遅
く
帰

宅
す
る
生
徒
も
い
る
。
 

　
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
掲
げ
る
な
ら
、
態
度
で
示

し
て
ほ
し
い
。
 

宮
田 

宮田和美議員 

総
務
部
長 

宮
田 



団
塊
の
世
代
が
定

年
を
迎
え
、
余
暇

を
利
用
し
て
野
菜
作
り
を
し

た
い
と
い
う
人
も
増
え
て
く

る
。
こ
う
し
た
人
が
直
面
す

る
問
題
は
、
最
低
限
の
農
機

具
す
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
 

　
し
か
し
、
町
が
農
機
具
を

管
理
し
て
貸
し
出
し
す
れ
ば
、

こ
の
問
題
は
解
決
す
る
。
 

　
農
業
を
や
っ
て
み
よ
う
と

す
る
人
へ
の
後
押
し
に
な
る

と
思
う
が
、
い
か
が
か
。
 

大
口
町

に
は
団

塊
の
世
代
と
呼
ば
れ
る
人
が

1
0
0
0
人
ほ
ど
い
る
。
こ

う
し
た
人
へ
の
農
業
支
援
と

し
て
、
試
行
的
に
農
機
具
の

貸
し
出
し
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
試
行
の
中
で
、
町

と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が

必
要
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ

う
な
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く

べ
き
か
を
多
面
的
に
検
討
し

て
、
さ
ら
に
支
援
し
て
い
き

た
い
。
 

食
の
安
全
を
考
え

れ
ば
、
町
内
産
の

農
産
物
を
使
用
す
る
「
地
産

地
消
」
の
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
が
重
要
。
 

　
給
食
に
使
用
す
る
町
内
産

の
農
産
物
の
目
標
値
を
設
定

し
て
、
常
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る

体
制
を
築
い
て
は
。
 

学
校
給
食
は

最
適
な
教
材

で
あ
り
、
給
食
指
導
を
通
し

て
地
産
地
消
を
推
進
す
る
こ

と
が
必
要
。
 

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
に
お
い
て
使
用
目
標

を
明
確
に
し
、
達
成
す
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
 

保
育
園

全
体
で

地
場
野
菜
の
使
用
量
を
高
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
が
、

目
標
数
値
ま
で
示
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
 

　
町
内
産
の
食
材
を
で
き
る

だ
け
多
く
供
給
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
を
構
築
し
て
い
き

た
い
。
 

全
町
農
業
公
園
構

想
を
推
進
す
る
に

当
た
り
、
今
後
の
具
体
的
な

計
画
を
聞
き
た
い
。
 本

町
の

食
料
自

給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で

２９
％
（
国
は
３９
％
）
し
か
な

く
、
農
業
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
は
急
務
。
 

　
農
業
の
活
性
化
に
は
、
農

家
の
所
得
を
い
か
に
上
げ
て

い
く
か
が
大
き
な
要
因
と
な

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
生
産

だ
け
の
農
業
か
ら
、
加
工
、

流
通
ま
で
を
一
体
と
考
え
た

農
業
が
必
要
と
考
え
る
。
 

　
既
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

で
新
た
な
取
り
組
み
も
始
ま

っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
先
進
事

例
を
研
究
し
、
本
町
の
農
業

の
活
性
化
、
食
料
自
給
率
の

向
上
策
を
早
急
に
取
り
ま
と

め
た
い
。
 

　
ま
た
、
飼
料
と
な
る
穀
物

の
価
格
の
上
昇
か
ら
経
営
的

に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

て
い
る
畜
産
農
家
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か

を
検
討
し
た
い
。
 

酒
井 
酒
井 

環
境
建
設
部
長 

環
境
建
設
部
長 

 
 
“黒米オーナーになりませんか” 
呼びかけに応募された皆さんが、
黒米の田植えを体験。 

酒井　治議員 

一
　
般 

質
　
問 

酒

井

　

治

議

員
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健
康
福
祉
部
長 

酒
井 

教
育
部
長 



２０年6月２１日、中日新聞から転載 

大口町は６１市町村中５６位 

町
は
、
住
民
に
身

近
な
施
設
を
避
難

所
に
指
定
す
る
と
定
め
て
い

る
。
住
民
に
身
近
な
強
固
な

施
設
と
い
え
ば
、
各
行
政
区

に
あ
る
学
習
等
共
同
利
用
施

設
な
ど
で
あ
る
。
長
期
の
避

難
所
と
し
て
で
は
な
く
、
一

時
的
な
避
難
場
所
と
し
て
、

指
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。
 

地
域
防
災
計

画
で
は
7
か

所
の
施
設
（
小
中
学
校
、
町

民
会
館
、
健
康
文
化
セ
ン
タ

ー
）
を
避
難
所
と
定
め
、
住

民
に
周
知
し
て
い
る
。
 

　
避
難
所
と
し
て
開
設
す
る

に
は
、
災
害
対
策
本
部
の
指

揮
の
も
と
、
職
員
が
施
設
に

出
向
き
管
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
各
学
共
を
避
難
所

と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
主

防
災
会
な
ど
の
地
域
組
織
に

お
願
い
し
た
い
。
施
設
的
に

は
災
害
に
耐
え
う
る
施
設
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
し
、
可

能
で
あ
る
と
思
う
。
 

総
務
部
長 

丹
羽 
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一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

勉

議

員

 

文
部
科
学
省
の
調

査
（
１９
年
4
月
1

日
現
在
）
に
よ
る
と
、
大
口

町
の
学
校
施
設
の
耐
震
診
断

実
施
率
は
１９
％
（
県
内
６３
市

町
村
中
６３
位
）
、
耐
震
化
率

は
３２
％
（
同
、
６０
位
）
と
い

う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
他

の
市
町
村
と
比
べ
る
と
極
め

て
遅
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
 

　
町
執
行
部
の
危
機
感
の
欠

如
が
原
因
で
は
な
い
の
か
。
 

体
育
館
が
町

の
避
難
場
所

に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
体
育
館
の
耐
震
化
を
先

に
進
め
て
き
た
。
 

　
校
舎
の
耐
震
化
の
問
題
は

中
学
校
の
統
合
と
同
一
線
上

に
あ
っ
た
。
 

南
小
と
旧
北

中
の
耐
震
補

強
は
２１
年
度
に
実
施
す
る
。

西
小
は
２０
年
度
に
調
査
を
行

い
、
結
果
を
見
て
判
断
す
る
。
 

    

　
 

 

昭
和
６０
年
に
建
設

さ
れ
た
北
部
中
学

校
は
耐
震
診
断
の
対
象
外
で

あ
っ
た
が
、
北
小
の
移
転
の

関
係
で
耐
震
診
断
し
た
ら
強

度
不
足
と
判
定
さ
れ
た
。
 

　
北
保
育
園
以
外
の
保
育
園

は
、
昭
和
５６
年
以
降
の
建
物

な
の
で
耐
震
診
断
を
し
て
い

な
い
。
法
の
対
象
外
で
あ
っ

て
も
調
査
し
て
、
子
ど
も
の

安
全
を
確
保
さ
れ
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。
 

丹
羽 

教
育
長 

教
育
部
長 

丹羽　勉議員 

丹
羽 



 

健
康
福
祉
部
長 

吉
田 

おおぐち議会だより　No.173
平成  20年8月1日発行  12

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

議

員

 

国民健康保険税 

 
 

４０
代
夫
婦
で
１０
代

の
子
ど
も
が
2
人
、

固
定
資
産
税
ゼ
ロ
の
世
帯
を

例
に
し
て
、
所
得
階
層
ご
と

の
国
保
税
の
負
担
率
は
ど
う

な
る
か
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
 

図
１
の

と
お
り
。
 

所
得
が
増
え
る
ほ

ど
負
担
率
が
低
く

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

負
担
能
力
に
応
じ
て
決
め
ら

れ
な
け
れ
ば
お
か
し
い
と
思

う
が
。
 

実
際
に

負
担
す

る
額
は
、
所
得
の
多
い
人
ほ

ど
負
担
が
高
く
な
る
。
 

　
医
療
分
４７
万
円
、
支
援
分

１２
万
円
、
介
護
分
9
万
円
を

限
度
と
す
る
仕
組
み
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
に
応
じ
た

適
正
な
負
担
で
あ
る
。
 

　
２０
年
度
は
後
期
高
齢
者
制

度
と
の
関
連
、
国
保
税
の
基

本
的
な
仕
組
み
（
所
得
割
・

資
産
割
・
平
等
割
・
均
等
割
）

の
研
究
も
し
な
が
ら
、
総
合

的
な
判
断
の
も
と
、
見
直
し

を
検
討
し
た
い
。
 

吉
田 

健
康
福
祉
部
長 吉田　正議員 

健
康
福
祉
部
長 

吉
田 

＜注意点＞ 
①１００万円の所得層は5割軽減 
　の対象になる 
②国保税の上限は６５万円（１９年度） 

図1.　所得階層ごとの負担率と国保税 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
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負
担
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） 
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母
子
家
庭
に
対

す
る
遺
児
手
当

は
1
か
月
4
5
0
0
円
。
4

年
目
と
5
年
目
は
半
額
、
そ

れ
以
降
は
ゼ
ロ
に
す
る
改
悪

を
し
た
。
 

　
生
活
保
護
の
母
子
加
算
は

子
ど
も
の
年
齢
に
応
じ
、
廃

止
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
 

　
県
の
遺
児
手
当
の
削
減
分
、

生
活
保
護
の
母
子
加
算
削
減

分
を
町
で
負
担
し
て
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
町
だ

と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
 

      

         

母
子
家

庭
の
自

立
を
図
る
た
め
、
手
当
の
支

給
か
ら
相
談
業
務
・
就
労
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
に

支
援
が
移
行
し
て
い
る
。
 

　
母
子
家
庭
に
限
ら
ず
、
地

方
分
権
に
は
自
助
・
互
助
の

考
え
方
が
必
要
。
金
銭
の
補

完
は
国
や
県
が
目
指
す
方
向

に
逆
ら
う
も
の
。
町
で
そ
れ

を
補
完
す
る
考
え
は
な
い
。
 

　
自
立
の
た
め
の
相
談
支
援

な
ど
、
側
面
か
ら
支
援
し
て

い
く
。
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一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

議

員

 

道
路
交
通
法
の
改

正
（
6
月
１
日
施

行
）
で
、
自
転
車
に
関
す
る

交
通
ル
ー
ル
が
厳
し
く
な
っ

た
。
 

①
　
安
全
運
転
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
た
め
、
実
習
・

講
義
を
受
講
し
た
人
に
「
パ

ス
ポ
ー
ト
」
「
自
転
車
免
許

証
」
な
ど
を
交
付
し
て
は
。
 

②
　
１３
歳
未
満
の
子
ど
も
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義

務
と
な
っ
た
。
無
償
、
ま
た

は
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

考
え
は
な
い
か
。
 

③
　
自
転
車
専
用
道
路
の
整

備
の
あ
り
方
を
見
直
し
て
は
。
 

①
　
名
鉄
自

動
車
学
校
の

協
力
の
も
と
、
園
児
を
対
象

に
交
通
安
全
教
室
を
実
施
し

て
い
る
。
出
席
し
た
園
児
に

は
「
交
通
安
全
免
許
証
」
を

渡
し
て
い
る
。
 

　
自
転
車
安
全
教
室
に
出
席

し
た
小
学
生
に
は
、
ご
提
案

の
免
許
証
な
ど
の
交
付
も
考

え
て
い
る
。
 

②
　
子
ど
も
の
安
全
を
守
る

の
は
親
の
責
務
。
法
改
正
の

周
知
に
重
点
を
お
き
た
い
。
 

③
　
具
体
的
な
計
画
は
な
い

が
、
道
路
整
備
の
際
に
地
元

と
調
整
で
き
れ
ば
、
歩
道
の

設
置
・
拡
幅
も
検
討
す
る
。
 

 そ
の
他
の
質
問
 

　
妊
婦
健
診
に
さ
ら
な
る

公
費
負
担
の
拡
充
を
。
 

　
昨
年
１０
月
か
ら
7
回
に

拡
充
し
た
ば
か
り
。
健
診

以
外
の
子
育
て
支
援
を
充

実
さ
せ
た
い
。
 

総
務
部
長 

柘植　満議員 

柘
植 

 

ド
ッ
グ
ラ
ン
を
整

備
す
れ
ば
、
犬
と

の
生
活
マ
ナ
ー
の
向
上
、
し

つ
け
教
室
な
ど
が
実
施
で
き

る
。
飼
い
犬
が
自
由
に
走
り

回
っ
て
、
元
気
に
運
動
で
き

る
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
整
備
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。
 愛

知
県

動
物
保

護
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専

門
の
知
識
を
持
つ
職
員
が
子

犬
・
成
犬
の
し
つ
け
教
室
を

行
っ
て
い
る
。
 

　
大
口
町
は
、
散

歩
さ
せ
る
場
所
に

も
苦
労
す
る
大
都

市
と
は
違
う
。
現

在
の
と
こ
ろ
ド
ッ

グ
ラ
ン
の
整
備
は

考
え
て
い
な
い
の

で
、
こ
う
し
た
施

設
を
紹
介
し
た
い
。
 

      

 

毎
年
多
く
の
動
物

が
処
分
さ
れ
て
い

る
。
犬
・
猫
の
避
妊
、
去
勢

手
術
に
助
成
す
る
考
え
は
な

い
か
。
 

助
成
金

の
あ
る

自
治
体
と
な
い
自
治
体
を
比

べ
て
も
、
捕
獲
頭
数
の
割
合

な
ど
に
大
き
な
違
い
は
な
い
。
 

　
費
用
対
効
果
を
参
考
に
、

助
成
金
の
交
付
を
考
え
て
い

き
た
い
。
 

柘
植 

環
境
建
設
部
長 

柘
植 

環
境
建
設
部
長 

東名高速道路上郷SA（上り線）にも 



田
中 

田
中 

胃がん健診のためバリウムを飲む
住民 
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一
　
般 

質
　
問 

田

中
一
成

議

員

 

地
球
規
模
で
食
糧

危
機
が
深
刻
化
し

て
い
る
。
原
因
は
異
常
気
象

に
よ
る
減
収
、
穀
物
の
バ
イ

オ
燃
料
化
、
穀
物
市
場
へ
の

投
機
マ
ネ
ー
の
介
入
で
あ
る
。
 

　
日
本
の
食
料
自
給
率
は
３９

％
台
。
多
く
の
国
民
が
不
安

を
抱
い
て
い
る
中
、
遊
休
農

地
は
増
え
続
け
、
農
業
後
継

者
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
。
 

　
そ
こ
で
、
大
口
町
の
農
業

の
現
状
と
課
題
を
問
う
。
 

①
　
１０
年
前
と
比
較
し
て
、

農
家
戸
数
、
農
業
出
荷
額
、

農
地
面
積
は
ど
う
な
っ
た
か
。
 

②
　
農
業
後
継
者
を
育
成
す

る
取
り
組
み
は
。
 

③
　
農
家
の
実
態
を
把
握
し
、

一
定
の
所
得
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
所
得
補
償
す
べ
き
。
 

①
　
次

表
の
と

お
り
。
 

②
　
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
年
齢

層
は
比
較
的
若
く
、
後
継
者

問
題
に
直
面
し
て
い
な
い
。

具
体
的
な
取
り
組
み
は
し
て

い
な
い
。
 

③
　
水
稲
の
収
益
が
厳
し
い

中
、
収
益
性
の
高
い
作
物
の

栽
培
も
真
剣
に
考
え
る
時
期

に
き
て
い
る
。
 

　
先
進
事
例
を
参
考
に
、
若

い
人
が
農
業
に
魅
力
を
感
じ

る
よ
う
な
農
業
を
勉
強
し
て

い
き
た
い
。
 

 

田中一成議員 

環
境
建
設
部
長 

田
中 

※１　農家数は農林業センサス、農業出荷額は生産農業所得統計
　　  調査を基にまとめた。 
※２　農地面積は8年度と18年度の固定資産税の課税状況である。 

平成7年 

  25戸 

452戸 

312戸 

11億3000万円 

田440ha 

畑147ha

 

専 業 農 家  

兼 業 農 家  

自給的農家  

農 業 出 荷 額  

農 地 面 積  

平成17年 

  36戸 

269戸 

382戸 

6億7000万円 

田412ha 

畑129ha

農
家
数
 

 

７５
歳
以
上
の
人
は
、

国
民
健
康
保
険
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
に
移
行

し
た
。
そ
の
た
め
、
国
保
で

受
け
ら
れ
て
い
た
人
間
ド
ッ

ク
の
助
成
が
な
く
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
人
間
ド

ッ
ク
の
受
診
者
に
助
成
す
べ

き
だ
。
 

  

 

基
本
健

康
診
査

か
ら
特
定
健
康
診
査
に
変
わ

っ
た
が
、
ほ
ぼ
同
等
の
健
診

が
受
け
ら
れ
る
。
追
加
で
個
々

の
が
ん
検
診
を
受
け
れ
ば
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
の
と

同
様
の
結
果
に
な
る
。
 

　
人
間
ド
ッ
ク
は
国
保
の
保

健
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
国
の
補
助
金
も
な

く
な
っ
た
の
で
、
健
診
内
容

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
少
し

研
究
の
余
地
が
あ
る
。
 

後
期
高
齢
診
療
科

の
設
置
を
届
け
出

し
た
開
業
医
の
数
は
。
 

県
内
で

は
6
月

1
日
現
在
、
5
5
8
件
。
近

隣
で
は
犬
山
市
4
件
、
江
南

市
2
件
、
小
牧
市
5
件
、
扶

桑
町
2
件
の
届
け
出
が
あ
る
。

大
口
町
は
な
い
。
 

朝
日
新
聞
の
世
論

調
査
に
よ
る
と
、

後
期
高
齢
者
制
度
は
「
廃
止

が
望
ま
し
い
」
が
５９
％
。
参

院
で
は
廃
止
が
可
決
さ
れ
た
。

あ
ま
り
に
ひ
ど
い
制
度
で
あ

る
。
町
独
自
で
も
改
善
す
る

努
力
を
求
め
た
い
。
 

田
中 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 
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議会だよりでは、定例会での一般質問の要旨を掲載していますが、
その後どのように町政に反映されたかも追跡調査しています。 
今回は、平成19年6月定例会からピックアップしました。 

子どもの医療費を入院・通院ともに中学校卒
業まで無料にせよ。 

　(吉田　正議員)

子ども医療費を中学卒業まで無料に 

町長答弁 

町長答弁 

どうなった 

どうなった 

お買い物以外にも重宝しそうなエコバッグ 

愛知県では、通院は小学校入学前まで、入
院は中学校卒業まで医療費の無料化を検討して
いる。今後、具体的な案が示されたら、町の医
療費制度の見直しをする。 

県の動向を見ながら 
焼却ごみ20％削減のため、町全体でどのよ

うな取り組みを行っているか。 
(宮田和美議員)

焼却ごみ２０％削減の取り組みは 

河北地区の取り組みをほかの地区にも拡大し
たい。江南丹羽環境管理組合の構成市町であ
る江南市や扶桑町にも、焼却ごみ減量を積極的
に働きかけたい。 

ほかの地区にも働きかけたい 

県の制度に上乗せして、今年4月から入院・
通院にかかる医療費を中学校卒業まで全額無料
にした。 

今年4月から入・通院とも無料に 

　県内でもトップクラスの充実度。十分満足し
ている。 

質問者の満足度 
地区での資源ごみ回収にスタンプ制を導入し

た。事業所から排出される紙ごみは買い取りも
始めた。 
9月からは2市2町(犬山・江南・扶桑・大口)

でレジ袋の削減・有償化を実施する。より一層、
焼却ごみの減量に取り組む。 

レジ袋の有料化も 



次回定例会 

発
行
／
大
口
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

〒
４８０
-０１４４

 愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
下
小
口
七
丁
目
１５５
番
地
 

　
　
　
　
　
　
T
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0587）95

-1111　
 FA
X
 95
-1454

6 月
定
例
会
 N
o.1
7
3

平
成
2
0
年
8
月
1
日
 

議
会
だ
よ
り
 

脳内出血で倒れた後、 
ホームページ「明日を信じて」を 

開設している 
横江みち子さんを紹介します 

取材を終えて 
とってもお話をするのが好きな横
江さん。明るい関西弁が印象的で
した。プロ野球のごひいきは当然…?
詳しくはホームページをご覧くだ
さい。町のホームページのリンク
集から検索すると便利です。(吉田正)

よこえ　みちこさん（６２歳） 
住まいは余野。左半身がまひし
ているため、家の中でも車いす
を使用している。 
趣味はパソコンと旅行。 

　ホームページを始めたきっかけは。 
　「自分一人では外に出られず、いろんな人に
助けてもらったことにお礼を言いたいのと、同じ
ような障がいのある人を励ましてあげられたらと
思って始めました。ホームページを始めた頃は、
女性で同じような障がいのある人のホームページ
はありませんでしたが、今は増えています」 
　ホームページで心掛けていることは。 
　「障がい者が、家に閉じこもっているのではなく、
社会に出て行けるようなメッセージを込めたホー
ムページになるよう心掛けています」 
　旅行に行った写真が掲載されていますね。 
　「旅行に行く前は、ホテルなどを徹底的に調べ
てから行くようにしています。障がい者用トイレ
があっても使えなかったり、段差がないはずなの
にあったりするからです。『かんぽの宿』や『グ
リーンピア』などは赤字で問題になっていますが、
設備は整っていると感じます」 
　最後に、皆さんにメッセージを。　 
　「車いすの人も気軽に外に出られるような町に
してください」 

　あなたの周りに元気に活躍している
人はいませんか。特にジャンルは問い
ません。人知れず「まちの元気」に一
役買っている人、大歓迎です。ぜひご
紹介ください。 
　ご連絡は議会事務局まで。 

まちの元気者集まれ!!

手続き簡単 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

編

集

後

記

編

集

後

記

 

編

集

後

記

編

集

後

記

 

編

集

後

記
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「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
…
」

と
い
い
ま
す
が
、
最
近
は
忘

れ
る
間
も
な
く
、
次
々
に
地

震
や
豪
雨
に
よ
る
洪
水
な
ど

の
自
然
災
害
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
 

四
川
大
地
震
の
被
害
報
道

に
、
地
震
自
体
は
自
然
現
象

だ
が
、
人
災
の
側
面
を
強
く

感
じ
た
方
も
多
い
の
で
は
。

　
各
家
庭
で
の
防
災
は
自
己

責
任
で
す
が
、
一
日
の
大
半

を
過
ご
す
学
校
や
職
場
の
耐

震
化
に
も
着
目
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
い
っ
て
ら

っ
し
ゃ
い
。
お
帰
り
な
さ
い
。

い
つ
・
ど
こ
で
被
災
す
る
か

分
か
ら
な
い
中
、
朝
送
り
出

し
た
家
族
が
そ
の
ま
ま
の
格

好
で
無
事
帰
宅
で
き
る
こ
と

こ
そ
幸
せ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
　
　
　
（
岡
　
孝
夫
） 

議

長

 
 

委
員
長 

副
委
員
長 

委

員

 

　
田
正
輝 

 

土
田
　
進

岡
　
孝
夫

吉
田
　
正 

柘
植
　
満 

宮
田
和
美 

木
野
春
徳 

発
行
責
任
者 

議
会
広
報
常
任
委
員
会 
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